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● 1

　去る３月１６日の評議員会において新役員が選出され、同１８日
の理事会で承認された。４月２２日には新役員による新年度初の
理事会が開催され、ここで評議員を選出し、今期のＳＦＡの陣
容が決定した。

　前号において、FIFA ワールドカップ TM 2018/2022 への立
候補について紹介したが、日本招致委員会は、招致を 2022 年
大会に絞り込み、2022 年 FIFA ワールドカップ TM 日本招致委
員会と名称を変更した。５月１４日には FIFA に「招致ブック」を
提出し、日本の提案内容を明らかにした。
　詳細については、http://www.dream-2022.jp/ まで。「招
致ブック」も WEB 上で公開され
ている。

　本庄市の吉田信解市長と同市児玉商工会青年部のメンバーが、
日本代表の岡田武史監督に「必勝だるま」を進呈した。このだる
まは、下半身が代表のユニフォームの柄でデザインされており、
高さ６０センチほどと大きなもの。吉田市長は「本庄の地から勝利
を祈願して、日本神社のダルマをお届けしました」とのことだった。

2022年招致に一本化
〜FIFAワールドカップTM〜

本庄市から日本代表・岡田監督へ、
「必勝だるま」進呈

平成22年・23年度新役員決定

FIFAワールドカップTM2010南アフリカ大会開幕
　日本代表は初戦のカメルーンに１対０と勝利。オランダに０対
１と敗れたものの、デンマーク戦に３対１と勝利し、決勝トーナ
メント進出を決めた。６月２９日のパラグアイ戦に勝利し、ベス
ト４を目指す。

【日本代表・埼玉関係者】
中澤佑二（横浜Ｆ・マリノス）、川島永嗣（川崎フロンターレ）、
阿部勇樹（浦和レッズ）
加藤好男（ＧＫコーチ）、大熊　清（コーチ）
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（財）埼玉県サッカー協会役員一覧
会　長 相川宗一
副会長兼専務理事 横山謙三
副会長 星野隆之
理　事 岩崎勝義　株式会社テレビ埼玉（新任）
理　事 柴崎康之　フェアプレー・規律委員長
理　事 坂庭　泉　技術委員長（新任）
理　事 岡田　泉　審判委員長
理　事 髙橋　明　広報委員長
理　事 西川誠太　科学委員長（新任）
理　事 松本利春　総務委員長（新任）
理　事 柏　悦郎　第３種委員長
理　事 高橋勝行　東部地域連絡協議会（新任）
理　事 宮崎幹夫　西部地域連絡協議会（新任）
理　事 駒崎昌利　南部地域連絡協議会（新任）
理　事 忍田行廣　北部地域連絡協議会（新任）
理　事 橋本光夫　株式会社三菱自動車フットボールクラブ（新任）
理　事 渡邉誠吾　NTTスポーツコミュニティ株式会社
監　事 栗原靖治　税理士法人CS-One
監　事 原田　明　さいたま市立栄和公民館
監　事 舩崎久壽　ふなさき総合事務所

前列左から川淵三郎キャプテン、岡田武史監督、吉田信解市長

提供・吉川市役所
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　今年も４月２４日から「第４回埼玉県第４種リーグ戦」（後援 埼玉県
教育委員会／ＮＨＫさいたま放送局／テレ玉／ＦＭ ＮＡＣＫ 5 ／埼玉
新聞社、協賛 埼玉縣信用金庫／プーマ／アストロ、協力 ＪＡグルー
プさいたま、特別協力 浦和レッドダイヤモンズ／大宮アルディージャ）
が、スタートしています。県内各地で、３７０チームが参加しています。
ご声援をお願いします。

評議員
　小原　　薫　東部地域連絡協議会（新任）
　小野　哲男　西部地域連絡協議会（新任）
　関根　芳男　南部地域連絡協議会（新任）
　金　　一夫　北部地域連絡協議会（新任）
　天沼　達也　１種・社会人サッカー連盟
　松原　　裕　１種・大学サッカー連盟
　吉原　尊男　１種・自治体サッカー連盟
　松村　道彦　２種
　森田　洋正　２種・高体連サッカー専門部
　谷地田昌史　３種・中体連サッカー専門部
　鈴木　　勇　３種・クラブユースサッカー連盟Ｕ−１５
　秋山　和雄　４種・少年サッカー連盟（新任）
　福沢　貢盛　４種・クラブユースサッカー連盟Ｕ−１２（新任）
　長瀬　欣一　女子サッカー連盟（新任）
　高橋　昭夫　フットサル連盟
　大木　正幸　シニアサッカー連盟（新任）
　濱名　哲也　フェアプレー・規律委員会
　早乙女秀雄　財務委員会
　斎藤　由雄　審判委員会
　白𡈽　　功　技術委員会（新任）
　按田　　薫　広報委員会（新任）
　二瓶　省三　施設委員会
　塩野　　潔　医事委員会
　稲山　貴代　科学委員会（新任）
　小高　達朗　総務委員会（新任）
　大倉　　浩　学識／弁護士
　土川　正巳　学識
　荒川　裕治　学識（新任）

専門委員会
フェアプレー・規律委員会
　委員長　柴崎　康之　県立南稜高校
　委　員　濱名　哲也　県立浦和工業高校
　委　員　柏　　悦郎　さいたま市立本太中学校
　委　員　安元　利光　県立大宮工業高校
　委　員　野沢　昌弘　ふじみ野市役所
財務委員会
　委員長　宮田　典男
　委　員　早乙女秀雄　女子連盟
　委　員　月岡　芳和　栃木銀行松伏支店
　委　員　斎藤　和信　蕨市役所
　委　員　鈴木　　勇　クラブ連盟（Ｕ−１５）
技術委員会
　委員長　坂庭　　泉　（財）埼玉県サッカー協会
　委　員　白𡈽　　功　ＮＴＴビジネスアソシア東日本
　委　員　元井　　淳　大宮アルディージャ
　委　員　高橋　俊行　クラブ アトレティコ アレグレ
審判委員会
　委員長　岡田　　泉　県立川口青陵高校
　委　員　濱名　哲也　県立浦和工業高校
　委　員　斎藤　由雄　さいたま市立田島中学校
　委　員　紫藤　　實
　委　員　森山　武夫　（財）埼玉県サッカー協会
　委　員　木村　　滋　県立上尾南高校
　委　員　田中　　忍　鶴ヶ島市立南小学校
　委　員　北澤愛一郎　（株）愛知コーポレーション
　委　員　宮崎　剛雄　（株）オフィスサーティナイン
広報委員会
　委員長　高橋　　明　（財）埼玉県サッカー協会
　委　員　按田　　薫　ベースボールマガジン社  
　委　員　砂生　敏一　埼玉新聞社
　委　員　小澤　　純　電脳堂
　委　員　荒川　裕治　OFFICE ARAKAWA
　委　員　戸苅　　淳　浦和レッドダイヤモンズ
　委　員　原木　壮輔　大宮アルディージャ
施設委員会　
　委員長　二瓶　省三　県立岩槻高校
　委　員　船越　　良　埼玉スタジアム２○○２
　委　員　下谷　新一　駒場スタジアム
　委　員　近藤　　勝　ＮＡＣＫ５スタジアム
　委　員　天沼　達也　クマガヤスポーツ
　委　員　市原　雄心　県立浦和西高校
　委　員　杵渕　伸治　クラブユース連盟
　委　員　浅見　邦男　少年連盟
　委　員　田中　　誠　女子連盟
医事委員会
　委員長　鶴岡　　明　鶴岡医院
　委　員　塩野　　潔　塩野胃腸科医院
　委　員　丸山　正董　丸山記念病院
　委　員　諏訪　敏一　深谷赤十字病院
　委　員　宇治　　元　医療法人宇治病院
　委　員　大滝　栄典　大宮整形外科医院
　委　員　仁賀　定雄　浦和レッズ

科学委員会
　委員長　西川　誠太　平成国際大学
　委　員　安松　幹展　立教大学
　委　員　稲山　貴代　首都大学東京
　委　員　大木　　薫　首都大学東京
　委　員　石崎　聡之　芝浦工業大学
　委　員　戸苅　晴彦　平成国際大学
総務委員会
　委員長　松本　利春　埼玉縣信用金庫
　委　員　篠田　秀実　大日本印刷（株）
　委　員　小高　達朗　埼玉縣信用金庫
　委　員　森山　武夫　（財）埼玉県サッカー協会

種別委員会
第１種委員会
　委員長　天沼　達也　クマガヤスポーツ
　委　員　松原　　裕　 獨協大学
　委　員　富岡　孝三　（有）富岡商店
　委　員　今成　知尚　埼玉工業大学
　委　員　小島　　功
　委　員　吉原　尊男　川越市役所
第２種委員会
　委員長　松村　道彦　県立浦和高校
　委　員　森田　洋正　高体連専門委員長
　委　員　芹澤　正明　クラブＵ−１８代表・ユースリーグ担当
　委　員　田中龍太郎　高体連副委員長・ユースリーグ担当
　委　員　斎藤　　毅　クラブ担当・ユースリーグ運営委員
　委　員　二見　　元　高体連副委員長・ユースリーグ担当
第３種委員会
　委員長　柏　　悦郎　さいたま市立本太中学校
　委　員　鈴木　　勇　大宮フットボールクラブ
　委　員　谷地田昌史　さいたま市立浦和中学校
　委　員　都所　亮介　県立伊奈学園中学校
　委　員　小内　幸一　戸田市スポーツセンター
　委　員　芹澤　正明　ＡＣフツーロ川口
第４種委員会
　委員長　秋山　和雄
　委　員　花井　正彦
　委　員　田中　靖彦
　委　員　大下　修司
　委　員　河野　雅明
　委　員　浅見　邦男
　委　員　福沢　貢盛
女子委員会
　委員長　長瀬　欣一　長瀬保険
　委　員　河合　一武　武蔵短期大学
　委　員　筑井　信夫　（有）筑井新聞店
　委　員　島田　俊一
　委　員　早乙女秀雄　エルフェン狭山
シニア委員会
　委員長　大木　正幸　ＮＴＴ東日本−埼玉 営業部
　委　員　星野　幸男　さいたま市水道局
　委　員　星野　知昭　（株）宝印刷
　委　員　鈴木　誠一　関東信越国税局 総務部
フットサル委員会
　委員長　高橋　昭夫
　委　員　宮崎　剛雄
　委　員　早川　祐司
　委　員　桜井　　厚
　委　員　大沢　勝志

４種リーグ、スタート

平成２２年・２３年度  評議員・専門委員会・種別委員会
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技術委員会のこれから〜
坂庭泉・新技術委員長に聞く

　今年度の大きな動きとしては、SFAとしても要の委員会である技術
委員会の長に、坂庭氏が就任したことだろう。これまでも指導者養成
担当の副委員長として、ユースダイレクターとして活躍してこられた。
この変動する流れの中で、どのように舵を取っていくのだろうか。今
後の抱負を伺った。

——まずはどのような方針を掲げられているのでしょうか。
坂庭　先日、各種別委員長と技術委員長にも集まってもらった席上で
話をしたのは、技術委員会として大会の分析を行うこと、県トレセン
は技術委員会で行いますが、地域のトレセンについてはやれるところ
が順次、地域にお任せしたいということです。あと、ＪＦＡの取り組み
というのが、指導者への指摘が多いんですね。リーグ戦をやってほし
いとか、８人制サッカー、リスペクトプログラムを展開するとか。そう
いう意味でも、指導者養成やリフレッシュ講習会で、何らかのアクシ
ョンを起こさなければならないと言いました。
　あと方針ではないのですが、技術委員会からの連絡は今まで各種
別の技術委員長にしていましたが、これを各種別の委員長を通じて連
絡するようにします。これまでを見ても、伝わりきれていないことが
多いので、種別の中で認められた形で事業ができるようにしたいと考
えています。同時に、種別の技術委員長の人選を改めて確認しました。
今後は大会の分析をして、様々な要望を出していきたいと思っていま
す。もちろん、それを受け入れるかどうかは種別にお任せします。な
ぜなら、普及・育成・強化というのは大会があってのこと。その大会
を運営するのは種別の皆さんだからです。ただ、技術委員会からの進
言の意味を理解していただくためにも、技術委員長には大会運営など
にきちんとモノが言える人材を置いていただきたいのです。
　もう１つ、トレセンと国体（少年）に関してです。今、指導者の勉強や、
経験を積んだことも含めスタッフを考慮していますが、そうではなく子
供たちのためにという視点で考えたいと思います。子供たちにとって
の適任者にお願いしたいと考えています。もちろん、受けていただけ
るかどうかは別ですけれど。

——大会の分析をするということですが、現状の大会についてはどうお
考えですか。
坂庭　クラブユースだと１会場で３試合。１１人とサブが１４人。これで
リーグ戦をしていますが、これではサブに入っている子供たちがうま
くなる機会を逸しているように思うのです。高校もそうです。やはり、
１日１会場１試合のリーグ戦を行い、その前後でＢチーム同士などのゲ
ームを組む、というのがいいと思います。というのは、今の埼玉の練
習環境を見ていると、土日以外で広いグラウンドで試合できる環境に
ないのです。平日の部活を見ていても、いろいろな部活と一緒ですか
らすし詰め状態です。やはり「サッカーをやれる」ということが大切だ
と思うのです。
　強化＝トレセンと思われているようですが、大会が重要なのです。
特に中体連はトレセンよりも、大会があったほうがいいと思うのです。
試合環境という意味では、紅白戦でもいいのです。とにかくサッカー
をさせてあげたいのです。そうでなければ、いい選手というのは、出
づらいのではないでしょうか。

——大会の見直しが急務ということですね。
坂庭　特に関東トレセンリーグや関東リーグが日程を難しくしていま
す。クラブユースや高校女子の関東大会を見ていると、１つの県から
何チームも出て行き、それで試合が多くなり、県内のリーグ戦や大会
の日程が限られてしまっています。まずは、県内が大事なのです。
　また、種別に対してだけでなく、関東協会やＪＦＡに対しても同様な
ことを言っていこうと思っています。ですから技術委員会だけでなく、
種別からも同じように関東やＪＦＡに言ってもらえるようにしなければ
なりません。ここはブレないようにしなければならないところです。

——そして、トレセンの位置づけも変わるということですか。
坂庭　強化というはチームでの活動とトレセンでの活動の両方がある
と思っています。ただ、ＪＦＡからはトレセン・選抜を中心とした「強
化」がインフォメーションされています。思うに、基本は子供たちを
チームで、地域で、市町村でと、長い目で育てることではないでしょうか。

高校も含めて、どうしても「集める」ことに
なりがちですが、地域で育てるのも強化だ
と思うのです。４７ＦＡが行う強化こそ、一貫
指導。１８歳で、２２歳で一人前の選手になって
くれればいいのです。県内でも人工芝のグ
ラウンドを持つ大学が増えてきした。これで
６歳から２２歳まで自宅から通いながらサッ
カーを続けられる環境ができつつあるじゃ
ないですか。大学も含めた「地域」で子供た
ちを育ててほしいのです。

——そのためには、指導者養成がより重要に
なるのですね。
坂庭　求められるのは指導者のレベルアップです。もしかしたら、指
導者自身の考え方を変えていかなければならないかもしれません。例
えばどの種別でも、埼玉を制することに意識が強すぎています。目先
の勝利に対して過熱しすぎているようにも見えるのです。
　そこで、どの種別も市町村単位、地区単位での大会を多くしてほし
いのです。その上で、必要ならばトレセンをやってもらえばいいと考
えています。まずは「あの地区からいい選手が多く出てきたね」とい
う話が聞かれるようにしたいのです。地区の日程に応じた大会、トレ
セン、講習会を行ってほしいのです。結果、１８歳のときにいい成績を
収めた、いい選手が出たということが望ましいと考えるのです。
　もちろん、その素質が早く出るのも、中澤（佑二）のように後になっ
て出てくるのも悪くないのです。１８歳までのところで選手の優劣をつ
けるのは、個人的に好きではありません。その年齢まで、いいモチベ
ーションを持ったまま育ててあげることが、４７FAの強化ではないでし
ょうか。試合は近いところ同士でやってくれればいいんです。
　先日、インストラクター会議がありましたが、その中で「Ａ級Ｕ−
１２よりも、Ｃ級Ｕ−１８、Ｄ級Ｕ−１８が欲しい」と言ったんです。手軽
な１泊２日で注意事項を話せる場が欲しいのですね。Ｃ級の指導要領
にはフルピッチでの原理原則が入っていないんですよ。でも、Ｃ級を
取った人で２種や３種を指導する人が多いのです。Ａ級やＢ級はなか
なか取りに行けませんからね。でも今回、Ｂ級のメニューをリフレッ
シュ講習会で行ってもよいという確約をもらってきましたので、取り入
れていきたいと思っています。
　そこで思うのですが、指導者養成もリフレッシュ講習会も、小さ
な単位で行ってほしいということです。その地区のその種別の現状
を一番知っている人に課題を抽出してもらい、学んでもらいたいの
です。そのためには、インストラクターには企画力を求めていくつも
りです。だから、地域の中で適任だと思われる人が誰なのかを見て
回りたいのです。

——チーム活動重視ということですね。
坂庭　県や地域でやるトレセンは、ナショナルトレセンのためではな
く、県や地域のために行うものではないでしょうか。４種のモデルト
レセンでうまくなって、地域の３種に進んでくれるといいのです。
　チームできっちり練習して、試合をやっていけばトレセンはなくても
いいと思っています。リーグ戦などで指導者同士が顔を合わせる中、
誰もが「あの子、いいね」と思える子供をナショナルトレセンに推薦す
ればいいのです。その後は、ＪＦＡのスタッフが決めることです。
　また、基準を設けて選考すると、その基準から外れた子供たちが見
えなくなり、消えていくのです。それはもったいないことです。早い時
期から「いいサッカー」をすることが正しいわけではありません。だか
ら発育発達の考え方があるのです。
　やはり、ボールを回すのではなく点を取る。守るのではなくボール
を奪うという指導をしてもらいたいですね。
　この春から、３種のクラブが秋の大会を春からのリーグ戦とし、中
体連も秋から地区でリーグ戦を始めると聞いています。試合が増える
ことはうれしいことです。選手はもちろん、指導者も試合を経験でき
る場が増えるのですから。あとは、年間を通じてやってもらえるとい
いですね。

　実際に大きく変わるのは来年度からだろうか。今後、様々なアク
ションが起こることだろう。その都度、話を伺っていきたい。
　最後になるが、これまで１０年もの間、埼玉の「技術」を牽引して
こられた小林武前技術委員長には、皆さんを代表して感謝を申し上
げたい。

坂庭技術委員長
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学校の顧問には異動がある

――本日はご多忙のところお集まりいただき、ありがとうござい
ました。さっそくですが、お一人ずつ自己紹介を兼ねて、学校と
地域スポーツに関して一言いただけますでしょうか。

髙橋　本日はありがとうございます。長く戸田市教育委員会で
生涯学習、社会教育などを担当し、義務教育でのスポーツは専
門分野でした。また、学校と地域の連携、「学社連携」を考えて
いました。戸田エリアのことしかわかりませんが、戸田は比較的
うまくいっていたと思います。そういう話ができればと思います。
よろしくお願いします。
浅見　鶴ヶ島市スポーツ少年団理事長をしておりまして、グラウ
ンドをお借りしている長久保小学校の学校協議会「地域の宝を
育てる会」の役員もしており、学校との協力体制を作っています。
学校、ＰＴＡそして地域の人が集まり、年２回は大掃除するなど、
地域的にはコミュニティができているところです。発足して３０年
になりますが、ずっと学校と話し合いをしていますし、鶴ヶ島市
はどの学校でもそういう環境にあります。
芹澤　２００２年にスクールから立ち上げ、
今、Ｕ−１５、１８のチームも持っています。
ハードはありませんので、学校のグラウ
ンドをお借りして活動しています。スタッ
フは教員が半分にもともとクラブを運営
していた人、民間の方も含まれています。
サッカーを通じて、スポーツの理念を理
解し、一流の社会人になるよう指導して
いるところですが、まだ８年目。模索し
ながらやっているところです。
友清　レッズ、アルディージャの担当を
しながら、中学、高校の大会を取材してきました。途中３年間
警察担当をしていましたが、この６月に戻ってきたところです。
異動前も、学校体育とクラブという２つの形をどのようにしてい
けばいいのか、課題になっていたことを思い出しました。学校の
部活動は、指導者が異動するとなくなってしまうんですね。指導
者次第です。ですが、日本は学校体育中心。だからこそ学校の
施設をどう活用するかです。今、学校とクラブとの連携ができて
いくのかなという変革期だと思っています。

――ありがとうございました。まず、浅見さんに長鶴少年団の利
用状況をお聞きできますか。

浅見　今、一緒に学校を利用しているのは、親御さんのソフトボ
ールと子供会です。日曜の朝、７時から９時まで使っていらっし
ゃいます。野球は一時あったのですが、隣の学校のグラウンドで
活動されています。ですので、比較的自由が利くという状況です。
　あと、地域の中学校でも「部活動検討委員会」にも入っていま
したが、その中で感じたのは、顧問の先生によっては「すべて生
徒の自主性に任せる」という方もいらっしゃるということです。顧
問の先生方も大変でしょうが、子供たちにとって、一番大事な
時期なのに、それでいいのでしょうか。０３年に部活動が学校教
育から社会教育へと変わり、そこに外部指導者が入っていきまし
たが、試合のベンチには入れないなど指導の限界を感じた方が

いる状況です。また、熱心な顧問の先生
がいれば部活に入るでしょうけれど、先
生次第ですね。
友清　指導者がどこにいるのかが大事で
すね。
芹澤　親としては「あと１、２年はいてく
れるだろう」と思っていても、本人はだ
いたいいつ頃異動するのかわかっていま
すが、言えないのです。「あの学校に行
ったら、先生がいなくなった」という話
も聞きます。自由学区になってから、親
御さんも敏感になっています。

マナー、モラル……実は大人の問題

――なるほど。もともとFUTUROさんは、どのように活動を始
められたのですか。

芹澤　スタッフに川口の芝中の顧問している方がいて、校長先生
のご理解もあり、優先的に利用させていただくようになりました。
ですが、Ｕ−１８、１５については、「来週の日曜日はどこで練習す
るの？」という状況です。
　こちらはお借りする側ですから、どなたかが「なんだ、あのク
ラブは！」と言えば、借りられなくなる立場です。マナーを守れ
ないとダメですし、気配りが大切です。また、お借りしているお
借りしている学校とサポートする人たちすべてをリスペクトする
よう口酸っぱく言っています。

――もう１つ。元校長先生というお立場から、貸す立場としては、
いかがですか。

芹澤　私がいた中学校では、いわゆるハードルはありませんでし
たね。登録していただいて、月１回の学校開放委員会で割り振る
という感じでした。まずは貸してみて、問題がなければ、そのま
ま継続して利用していただきます。
髙橋　学校のガードは固いですよ。最近、いろいろな事件があり、
外部に貸すということにアレルギーがあります。
　戸田では、１７時以降は学校の管理下から外しました。「その後
の時間は社会教育だ」としたのです。もちろん、優先権は学校
にあります。照明がついている学校は２１時まで解放しています。
あともう１つ、１６時から１７時までは、地域に開放しようと。その
間は、親子でキャッチボールとかやってほしいという時間帯にし
たのです。
芹澤　行政が決めたのですか。うらやましい。
友清　行政がおおらかなルールを決めてくれると、ハードルは下
がりますね。
浅見　あとはモラルの問題ですよ。たばこの吸い殻が落ちてい
るなんて、子供ではなく、大人のモラルですからね。

――そこは、地域の人々と学校との信頼関係ですよね。

髙橋　戸田は学校ボランティア制度というのがあり、外部の人に
も加わってもらう組織があります。それで学習支援や学校行事に

特別座談会〜ＳＦＡミッション１

「学校を核にした地域活動、地域スポーツ活動の活性化」を考える
出席者	 芹澤正明氏（AC	FUTURO川口代表）	 浅見邦男氏	（鶴ヶ島市スポーツ少年団理事長、坂戸ディプロマッツ代表）
	 友清　創氏（埼玉新聞運動部長）	 髙橋　明	 （SFA事務局長・広報委員長）

浅見邦男氏

芹澤正明氏
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参加してもらうのです。民話を聞かせるとか、草履作りを体験し
たりと。
浅見　以前、県からそういう会を作るように要請がありましたね。
　あと市民として使えるという権利を主張するのであれば、義務
もあるのでは、汚れていれば拭く、ゴミは拾う、使ったあとはト
ンボをかける……それがモラルだと思います。
友清　それが信頼関係ですよね。地域活動にスポーツの関係者
が参加する――サッカーはサッカーだけ、ではなく、ということ
です。それが地域社会の理想型ですよね。
髙橋　日本でサッカーができるのは、学校のグラウンドか公営
の競技場くらいです。そうなると、サッカーというのは学校のグ
ラウンドを抜きに考えられません。グラウンドを持っていないク
ラブは、学校のグラウンドか公営の競技場で練習するしかない
のです。Ｊクラブだって、自前のグラウンドを持っていないとこ
ろが多いのですから。

――芹澤さん、クラブ内部での、モラルなどの啓発はどうされて
いますか。

芹澤　必ず「入部式」を行いクラブの理念と fairplay の精神を伝
え、保護者会を通じてですね。あとはクラブのエンブレムがあり
ますが、その意味を話しています。「このエンブレムに歴史があり、
きみたちが歴史を積み上げていくんだ。そこに誇りを持ってほし
い」と。

――わかりました。あと、４種でリーグ戦が始まって４年目にな
ります。長鶴さんは、全試合「ホーム」なんですよね。

浅見　小学校に理解があるから使えるのです。何ヵ月も前からグ
ラウンドを予約できないというチームは多いです。こちらがアウ
ェイの場合は「そちらのホームですから」と運営はお任せしてい
ます。将来的に、グラウンドを借りられるようになったら、本当
のホーム＆アウェイにすればいいと思います。

――いつも練習で利用しているグラウンドで「ホームゲーム」を
する利点はなんですか。

浅見　移動が少なくって済むし、OB たちも見に来てくれるし、
近所の人たちも見に来てくれます。そういうところでもコミュニ
ティづくりに役立っているのかなとは思います。
芹澤　最優先で使えるグラウンドがあるのはうらやましいです
ね。「雨が降ったらどうしようか」というのは毎日の悩みです。

地域から県へ、代表へ

――施設は大事ですね。友清さん、競技場で見るサッカーもいいで
すが、学校のグラウンドで見るサッカーも楽しいんじゃないですか。

友清　競技場は競技場のよさがありま
すが、学校のグラウンドだと、ホントに
観客は目の前で見ることができますから
ね。その距離感は違います。こちらもい
いと思います。
個人的には、全国高校選手権埼玉大会
のベスト８からは、すべて Nack5 スタ
ジアムでやってほしいと思っていますが、
まずは地域の皆さんの声援を受けて試
合をし、そこから Nack や埼スタへ「送
り出す」というイメージを持つことがで

きれば、地域コミュニティとしては理想じゃないですか。

――それが適えば、子供たちも地域への愛情が生まれてくるので
はないでしようか。

友清　０２年のワールドカップは、上野くん（良治氏）が候補には
入りましたけど、最終的には埼玉県出身の選手が一人もおらず、
寂しい思いをしました。０６年に中澤くん（佑二）が入り、今年は中
澤くんと川島くん（永嗣）が入りました。先日、川島くんが代表に
選ばれた日に話を聞きに行ったのですが、「地元に育てられたこ
とを感じています。トレセンで『世界を目指そう』と言われ意識
したんです」と。彼の場合、小・中・高、そしてアルディージャと
地元で育てられ手塩にかけた代表選手です。それだけに地元は
盛り上がりますし、うち（埼玉新聞）も愛着を持って書けるのです。
それがレギュラーとなり、カメルーンに勝ち……これで代表チー
ムに対する思いに、また違った深みが出てきます。あの二人のよ
うに、埼玉育ちが一人でも多く出てくれればと願っています。
芹澤　中学校の顧問も大変で、もし学校が忙しいと、サッカー
の指導どころじゃないですからね。
浅見　地域型スポーツクラブもわかるのですが、現実は厳しく、
学校の壁はあつすぎます。私は２種のチームは持たずに、高校
にお願いしているところです。
髙橋　あとチーム名に地域名もつけてほ
しいですね。ただのカタカナじゃ、わか
らないんですよ（笑）。
友清　それはわかります。地域名が入っ
ていると、わかりやすいですよね。
髙橋　それが郷土愛につながっていくと
思うんです。埼玉ＳＣも「さいたま」ＳＣ
とひらがなにし、［さいたま市」をホーム
タウンとしたんですね。

――それも地域との信頼関係につながりますね。またクラブも、ス
タッフ全員が地域の人だと理解されると思うのです。顔が見える関
係とでも言えばいいでしょうか。引っ越してきてもいいじゃないで
すか。そういうことも信頼につながると思います。

髙橋　中学校の顧問の先生が異動したならば、地域が責任を持
って指導者をあてがう、というようなシステムができればいいで
すね。

――市町協会の協力が不可欠ですね。最後は「信頼関係」というこ
とでしょうか。今、苦労されているクラブの参考になればと思いま
す。長い時間、ありがとうございました。

髙橋　明氏

友清　創氏
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順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

勝点

２８

１８

１５

１４

１２

５

４

３

１

勝

９

６

５

４

４

１

６

１

０

分

１

０

０

２

０

２

１

０

１

負

０

４

４

３

５

５

３

６

６

得点

２８

２９

１３

１７

１７

８

２８

７

７

失点

６

１４

１３

１６

２７

２２

１７

２０

２４

差

＋２２

＋１５

０

＋１

－１０

－１４

＋１１

－１３

－１７

チーム名

坂戸シティー

FC西武台

パイオニア川越

飯能セボジータス

武南クラブ

与野蹴魂会

AVENTURA KAWAGUCHI

浦和レッズアマ

与野八王子クラブ

埼玉県社会人リーグ１部
●６月２０日現在（暫定順位）

大会記録●県内大会
１種・社会人

大学
埼玉県大学リーグ１部
●第６節終了時

３種
２００９年第３回埼玉県ユース（Ｕ−１４）リーグ
●５月２２日に全日程終了

※２０１０年度からは廃止された

２種
平成２２年度	高校サッカー関東大会	埼玉県予選
４月１１日〜２５日　駒場スタジアム他

※ 西武台は３年連続
８回目の優 勝。正智
深谷は初出場となる。

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

勝点

１５

１５

１３

９

６

４

４

３

勝

５

５

４

３

２

１

１

０

分

０

０

１

０

０

１

１

３

負

１

１

１

３

４

４

４

３

得点

１７

１５

１６

１２

８

６

１１

８

失点

８

６

５

１４

１１

１８

１６

１５

差

＋９

＋９

＋１１

－２

－３

－１２

－５

－７

チーム名

城西大学

東京国際大学

平成国際大学

埼玉大学

文教大学

埼玉県立大学

埼玉工業大学

獨協大学

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

勝点

２０

１９

１８

１８

１８

１３

９

６

６

３

勝

６

６

６

５

５

４

３

２

２

１

分

２

１

０

３

３

１

０

０

０

０

負

１

２

３

１

１

４

６

７

７

８

得点

２４

２７

３５

２１

２０

１１

１１

１６

１０

３

失点

４

１３

８

６

１１

１５

２０

３３

３０

３８

差

＋２０

＋１４

＋２７

＋１５

＋９

－４

－９

－１７

－２０

－３５

チーム名

クマガヤSC

KASUKABE

KAMU

FESTA

HAN

プレジール

本太中

南浦和中

入間野田中

春日部大増中

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

勝点

６

４

４

４

３

３

３

１

０

０

勝

２

１

１

１

１

１

１

０

０

０

分

０

１

１

１

０

０

０

１

０

０

負

０

０

２

２

０

０

１

０

１

２

得点

１１

２

５

８

３

３

４

０

１

２

失点

７

１

６

１０

０

１

６

０

３

５

差

＋４

＋１

－１

－２

＋３

＋２

－２

０

－２

－３

チーム名

KASUKABE

三郷Jr

武南Jr

FC深谷

ディプロマッツ

カムイJr

大宮FC

クマガヤSC

狭山Jr

新座二中

２０１０年第３回埼玉県ユース（Ｕ−１５）リーグ
●６月１２日現在

西武台

4

0

2

3

0

0

5

5
延長

延長

3

0

2

2

3

1

3

1

1

9

4

1

0

1

1

2

0

3

2

1

0

2

市立浦和

国際学院

東農大三

大宮南

昌平

浦和学院

聖望学園

正智深谷

川口北

不動岡

伊奈学園

埼玉栄

大宮東

本庄第一

成徳深谷

西武台

●平成２２年度　高校サッカー関東大会埼玉県予選を振り返って
為谷　洋介（東京成徳大学深谷高校）

「西武台３年連続６度目の栄冠」
　平成２２年度　高校サッカー関東大会埼玉県予選は、各支部新人戦の
上位２４チームと昨年度の選手権ベスト８（中央リーグ）を加えた３２チ
ームから関東Ｕ−１８プリンスリーグに出場している武南・浦和東を除
いた３０チームで、トーナメント戦がおこなわれた。決勝戦は、正智深
谷 VS 西武台という実力校同志のカードとなった。
　正智深谷は第 1 シードの市立浦和を準決勝で、西武台は勢いに乗る
川口北を準決勝で破り勝ち上がってきた。決勝戦は、お互いの意地が
ぶつかり合う壮絶な打ち合いになり、延長戦の末５−３で西武台が栄
冠を獲得した。西武台のエース清水と正智深谷のディフェンスリーダ
ー福田のマッチアップは迫力があり見応えがあった。
　優勝した西武台は、前線から激しくプレスを掛け、高い位置でボー
ルを奪い、少ないタッチと早いパス回しでボールを動かし、ピッチを
広く使い攻撃するのが特徴であった。一方、正智深谷は、守備がしっ
かりしており、サイド攻撃から得点を狙う仕掛けが見られた。
　３位の川口北は、ＦＷ佐藤を攻撃の軸に、失点しても粘り強く追い
つき、最後まで西武台を苦しめた。同じく３位の市立浦和は、ＭＦ森
を起点に攻撃するも、正智深谷のＤＦに阻まれ準決勝で涙を飲んだ。
　大会を振り返り、技術・戦術的に見ると攻撃面において、前線に早
くボールを送り込み、起点を相手陣内で形成するチームが多く見られ
た。ＤＦはボールを動かしながら前線の選手にできるだけシンプルに
ボールを配球し、動き出しや判断を早くすることを心がける意識は見
られたが、試合全体がスピーディーになりすぎてしまい、ラストパス
に精度を欠きフィニッシュが雑になるシーンが多く見られた。　　　
　守備面においては、自陣のゴール前においてボールウォッチャーに
なってしまうシーンが見られ、クロスの精度が高いチームと対戦する
と簡単にゴールを奪われてしまうことが多いように感じた。守備にお
けるポジション取りを含めて見直す必要があるように思う。
　コンディショニングにおいても、４月の第２週から始まった関東県
予選は、新学期が始まり、あわただしい中での大会であった。平日は
真冬のような寒さや雨で、試合当日は初夏を思わせる天気。季節外れ
の雪による試合当日の会場変更。そういった意味で、体はもちろんの
こと、心のタフさがもとめられた大会であったように思う。
　最後に、関東大会本戦に出場する２校は、県予選では攻撃にまわる
時間が長い試合も多かったように思うが、本戦では守備にまわる時間
が長くなるゲームもあるかもしれない。試合の中で、色々なことを想
定内にしながらのゲーム運びを期待したい。

第４０回全国自治体職員サッカー選手権大会埼玉県予選
５月８日〜２９日　駒場サブグラウンド他

準決勝 さいたま市  １１−０  上尾市
　 本庄市 ０−４ 所沢市
３位決定戦 上尾市 ７−１ 本庄市
決勝 さいたま市 ３−２ 所沢市
  （延長）

※上位３チームが南関東大会へ出場する。

２０１０年度	総理大臣杯県予選
５月４日〜１６日　埼玉スタジアム第２他

　第１代表決定戦　　　　文教大学　１—０　城西大学
　第２代表決定戦　　平成国際大学　３—２　東京国際大学
※平成国際大学が関東代表決定戦に出場する。

決勝 さいたま市 vs 所沢市

決勝  西武台 vs 正智深谷
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４種
第３４回全日本少年サッカー大会埼玉県大会
６月６日、１３日　埼玉スタジアム第２他

※ 大宮アルディージャは２
年連続優勝となり、全国
大会に出場する。新座片
山、アビリスタと浦和三室
は、関東大会に出場する。

平成２２年度学校総合体育大会埼玉県大会
●決勝リーグ

※ ２年連続１０回目の優勝となった本庄第一と、準優勝の久喜、３位の埼
玉平成、４位の松山女子が関東大会に出場。５位の浦和西はプレーオフ
に出場。

第１５回埼玉県女子ユース（U−１５）サッカー大会
４月２５日〜５月１日　埼玉スタジアム第４他

●決勝トーナメント

※浦和レッズジュニアユースレディースが優勝

第２５回日本クラブユースサッカー選手権（Ｕ−１５）大会
埼玉県予選
５月１５日〜６月１２日　NACK5スタジアム大宮他

●３位決定戦　　　　コルージャ　２−０　三郷Jr
●第５代表決定戦

※優勝したクマガヤSCを始め５チームが関東大会に出場する。

大宮

1

0

1

1

0

0

4

10

0

4

0

1

2

2

0

0

1

1

2

0

3

3

0

0

7

1

0

1

0

浦和三室

FC鶴ヶ島

越谷サンシン

児玉ディパーチャFC

鴻巣FCプライマリー

粕壁

川越ひまわりSC

新座片山FC

草加JFCプライマリー

FCアビリスタ

飯能ブルーダーJr

ユベントスJFC

大宮アルディージャJr

江南南

１FC川越水上公園

レジスタFC

クマガヤ

2

1

0

1

0

4

0

03

1

3

4

1

1

2

0

0

5

1

0

0

4

0

1

2

0

1

2

3

1

三郷Jr

KASUKABE

プレジール

CAアレグレ

クマガヤSC

東春72

朝日Jr

カムイJr

フェスタ

大宮FC

ACアスミ

ディプロ

HAN FC

コルージャ

FC深谷

武南Jr

CAアレグレ

カムイJr

フェスタ

FC深谷

0

3

1

2

9

2

カムイJr

クマガヤ

2

1

0

1

0

4

0

03

1

3

4

1

1

2

0

0

5

1

0

0

4

0

1

2

0

1

2

3

1

三郷Jr

KASUKABE

プレジール

CAアレグレ

クマガヤSC

東春72

朝日Jr

カムイJr

フェスタ

大宮FC

ACアスミ

ディプロ

HAN FC

コルージャ

FC深谷

武南Jr

CAアレグレ

カムイJr

フェスタ

FC深谷

0

3

1

2

9

2

カムイJr

女子
第１７回埼玉県女子サッカーリーグ１部
●５月１６日現在

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

勝点

９

６

３

３

０

０

０

０

勝

３

２

１

１

０

０

０

０

分

０

０

０

０

０

０

０

０

負

０

１

０

２

１

１

２

０

得点

１５

６

４

３

１

０

０

０

失点

１

５

１

４

４

５

９

０

差

＋１４

＋１

＋３

－１

－３

－５

－９

０

チーム名

尚美学園大学

大東文化大学

上福岡

尚美学園大学ピンクス

JAM－G

戸木南

大宮

エルフェンマリ

第７回埼玉県女子Ｕ−１５リーグ・１部
●６月１９日現在

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

勝点

１６

９

９

８

８

８

８

１

１

１

０

０

勝

５

３

２

２

２

２

１

０

０

０

０

０

分

１

０

３

２

２

２

５

１

１

１

０

０

負

０

１

１

０

１

２

１

１

３

３

２

２

得点

３８

６

５

１３

１０

１２

７

１

２

４

１

０

失点

１

２

５

１

７

１０

８

２

１１

２３

３

２５

差

＋３７

＋４

０

＋１２

＋３

＋２

－１

－１

－９

－１９

－２

－２５

チーム名

浦和レッズJr

エルフェンマリ

大宮U－１５

河内ジュベニール

戸木南ボンバーズ

FC熊谷女子

白岡SCL

越谷レディースF

大宮U－１４

パシールFC

SRフィリアFC

FC JAM－G

第２３回埼玉県民総合体育大会（サッカー競技）一般女子
５月１６日〜３０日　堀崎公園グラウンド他　

※さいたま市北部が優勝

戸田市
ふじみ野市
幸手市
三郷市

さいたま市南部
熊谷市
坂戸市

東松山市
川越市

さいたま市北部

さいたま市北部

3

2

1

0

3

4

0
1

3
0

0

0

3

1

1

1

0

6

0

7

4

5
PK

4

5
PK

＊

●０－１

●１－２

勝点

１２

８

４

得失点差

＋６

＋７

－１

順位

１

２

３

本庄第一　

●０－４

○１－０

＊

●０－２

久　喜

●０－６

○２－０

●１－３

○２－１

＊

埼玉平成

０ －１２ ４

○４－０

○６－０

○３－１

＊

松山女子

本庄第一

久　　喜

埼玉平成

松山女子

2

2

0

1

0

0

3

0

0

4

3

0

1

2

2

0

浦和レッズ

浦和ラッキーズ

白岡SCL

熊谷女子

大宮FC０９

SEフィリア

戸木南

大宮FC０５

浦和レッズ
Jrユースレディース

4

0

0

1

0

2

5

4
PK

5

3
PK

1

0
延長
3

30

0

2

3
PK

シニア
シニア４０南部リーグ
●６月６日現在

 
シニア４０北部リーグ
●６月１３日現在

チーム名

パルス

浦和

新明

鴻巣

所沢

八潮

NTT

川口

越谷

蕨

東春

川越

与野

大宮

戸田

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

勝点

１２

１２

１０

１０

８

８

７

６

６

４

４

４

３

３

１

勝

４

４

３

３

２

２

２

２

２

１

１

１

０

１

０

分

０

０

１

１

２

２

１

０

０

１

１

１

３

０

１

負

１

１

１

０

１

１

２

３

２

２

３

２

２

４

３

チーム名

本庄

東松山OP

秩父

鳩山

児玉

東松山

行田

小鹿野

熊谷

めぬま

セントラル

深谷

小川

寄居

吉見

クマガヤ

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

勝点

２３

２３

２３

２２

２０

１４

１３

１２

１１

９

８

８

６

５

３

３

勝

７

７

７

７

６

４

４

３

２

３

２

２

２

１

１

１

分

２

２

２

１

２

２

１

３

５

０

２

２

０

２

０

０

負

０

０

０

１

１

３

４

３

２

６

５

５

７

６

８

８

決勝
大宮アルディージャ vs 新座片山

決勝  浦和レッズ vs 大宮 FC０５
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シニア５０サッカーリーグ
●第９節終了時

チーム名

東春

越谷

熊谷

本庄

浦和

大宮

戸田

セントラル

蕨

順位

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

勝点

８

８

５

５

５

３

２

１

０

勝

２

２

１

１

１

１

０

０

０

分

２

２

２

２

２

０

２

１

０

負

２

２

４

４

４

６

５

５

７

チーム名

川口

深谷

与野

東松山

川越

市高

所沢

パルス

NTT

鴻巣

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

勝点

１７

１６

１５

１４

１３

１３

１３

１３

１３

１１

勝

５

５

５

４

３

４

４

４

４

３

分

２

１

０

２

４

１

１

１

１

２

負

０

０

１

１

０

１

２

２

１

２

２０１０年度埼玉県シニア６０リーグ
●３節終了時

順位

１

２

３

４

勝点

９

６

３

０

勝

３

２

１

０

分

０

０

０

０

負

０

１

２

３

差

＋６

＋１

－２

－５

チーム名

ＦＦＣ

Ｇファイター

パルス

ポラリス

　

フットサル
第１０回埼玉県フットサルリーグ１部
●６月１２日現在

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

勝点

９

７

７

６

４

３

３

３

２

1

０

勝

３

２

２

２

１

１

１

１

０

０

０

分

０

１

１

０

１

０

０

０

２

１

０

負

０

０

０

１

１

１

２

２

１

２

３

得点

２３

１５

７

８

９

１２

８

７

９

４

５

失点

１１

５

４

５

９

１２

８

１１

１１

１５

１６

差

＋１２

＋１０

＋３

＋３

０

０

０

－４

－２

－１１

－１１

チーム名

烏天狗

坂戸龍門

IMPERIO

FFC Estrela

マカプ～

pal’u:wo

THOMAS FC

ロクFC

F&F

Mf

FC川越

大会記録●県外大会（埼玉関係のみ）

埼玉県女子フットサルリーグ
●６月２０日現在

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

勝点

１５

９

９

６

６

６

３

３

１

１

０

勝

５

３

３

２

２

２

１

１

０

０

０

分

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

０

負

０

０

１

２

１

１

２

３

３

３

３

得点

６６

３０

２３

３０

１７

９

４

２

０

１

１

失点

１０

３

１３

１５

１２

１６

１５

２８

２１

２９

２１

差

＋５６

＋２７

＋１０

＋１５

＋５

－７

－１１

－２６

－２１

－２８

－２０

チーム名

武蔵丘短大

Aventura

武蔵浦和FC

dolce de donna

I.F.C/ems

CHU－BAR

FUKAYA

り～ずなぶる。

ロクFC Grama

chechio

FILHO Ladies

１種・社会人
関東社会人リーグ
●後期第３節終了時

順位

２

８

勝点

１７

６

勝

５

２

分

２

０

負

４

９

得点

１７

１０

失点

１３

３２

差

＋４

－２２

チーム名

さいたまSC

ACアルマレッザ

順位

５

勝点

１５

勝

４

分

３

負

４

得点

１７

失点

２７

差

－１０

チーム名

ルミノッソ狭山

２部リーグ

１部リーグ

順位

１０

勝点

９

勝

２

分

３

負

５

得点

９

失点

２０

差

－１１

チーム名

尚美学園大学

２部リーグ

順位

３

１２

勝点

１６

１

勝

５

０

分

３

８

負

１

１

得点

２１

５

失点

１２

２１

差

＋９

－１６

チーム名

浦和レッドダイヤモンズユース

武南高校

順位

１

１０

勝点

２３

７

勝

７

２

分

０

６

負

２

１

得点

２０

７

失点

５

１７

差

＋１５

－１０

チーム名

大宮アルディージャユース

浦和東高校

２部リーグ

１部リーグ

第４０回全国自治体職員サッカー選手権大会南関東地区予選
６月１２日〜１４日　千葉市青葉の森スポーツプラザ陸上競技場

１回戦 所沢市 １−１ 千葉県
  （４PK５）

　 さいたま市 ４—０  茅ヶ崎市
 上尾市 １—３ 市川市
２回戦 さいたま市 ２−２ 市川市
  （４PK３）

敗者復活戦 所沢市 ２—１ 船橋市
 上尾市 ２−２ 茅ヶ崎市
  （２PK４）

決勝 さいたま市 ２—１ 横浜市
※優勝したさいたま市を含む５チームが全国大会に出場する。

２０１０年度	第３４回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント
関東代表決定戦
５月３０日〜６月６日　

●Aブロック
１回戦 尚美学園大学 ５−３ 桐蔭横浜大学
  （延長）

　 平成国際大学 ０—２ 法政大学
２回戦 尚美学園大学 ０—３ 明治大学

平成２２年度	第５３回関東高等学校サッカー大会
６月５日〜７日　群馬県立敷島公園サッカー・ラグビー場他

●Ａグループ
１回戦　　　西武台　４—２　 益子芳星
２回戦　　　西武台　７—２　 駒大高
決勝　　　　西武台　６—１　 水戸商
※西武台が優勝

２種
JFAプリンスリーグU−１８関東
●第９節終了時

１種・大学
JR東日本カップ関東大学サッカーリーグ戦
●第１０節終了時

決勝  西武台 vs 水戸商
　１回戦
　西武台 vs 益子芳星

　２回戦
　西武台 vs 駒大高
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競技規則の改正
日サ協発第１０００１６号 

２０１０年５月３１日 
関係各位 

財団法人 日本サッカー協会 
　国際サッカー連盟（以下、FIFA）から２０１０年５月１２日付け回状１２２４号
をもって２０１０/１１年の競技規則改正について通達されました。下記のと
おり日本語に訳すと共に日本協会の解説を付しましたので、各協会、連盟
などで、加盟クラブ、チーム、審判員等関係者に周知徹底を図られるよう
お願いいたします。 
　なお、これらの改正等は、２０１０FIFAワールドカップから効力を発生さ
せるため国際的には６月１日から有効となりますが、日本協会、各地域 /
都道府県協会等が主催する試合については、例年どおり７月１日以降のし
かるべき日（遅くとも８月中）から施行することとします。 
２０１０/１１年競技規則の改正について 
　第１２４回国際サッカー評議会（IFAB）年次総会が２０１０年３月６日にチュ
ーリッヒにおいて開催された。総会において競技規則の改正が承認され、
以下のとおり、様々な指示および方向性が示された。 
競技規則の改正および評議会の決定 
１． 第 1条 − 競技のフィールド	（FIFA からの提案） 
ゴール	

【理由】	
　現在の解釈を明確にするために、規定以外のゴールポストの形状は認め
られないことを示すこととした。
＜日本協会の解説＞	
　競技規則は、ゴールポスト、クロスバーの材質を、木材、金属等に限定し、
形状についても、基本的考え方として競技者に危険でないものでなければ
ならない（must）としているが、具体的な形状については、英文で、正方形、
円形、楕円形で良い（may）と表現されていた。 
　しかしながら、実際の解釈上、これら以外の形状は認められないという
ものであり、これを正しく表現するため、“may”を“must”に変えることとし、
これに応じて、和文も“でなければならず”という表現に修正した。

２．第５条 − 主審 （スコットランドＦＡからの提案） 
競技規則の解釈と審判員のためのガイドライン	
負傷した競技者	

【理由】	
　同じチームの競技者がぶつかり治療のためにフィールドから出た場合、
数的不利益を被ることになり、公平でなくなると考えられたため。 
＜日本協会の解説＞	
　競技者が重傷を負った場合、ここで言う“例外”を除き、競技時間の確保、
円滑な競技の運営のために、フィールドの外で治療を受けなければならな
いとしている。“例外”とは、第３条によって必ず１名おかれなければならな
いゴールキーパーに係る治療と負傷が重篤で緊急性を要する治療で、これ
らの場合はフィールド上で施すことが可能としている。 
　これらに加え、競技時間の確保よりも、同じチームから２人以上の競技
者が減るという数的不利益の大きさを考えて、この事例も例外のひとつと
された。
３．第５条 − 主審	（スコットランドＦＡからの提案） 
競技規則の解釈と審判員のためのガイドライン	
負傷した競技者	

【理由】	
　ドクターがフィールドに入るよう求められた時にいつでも担架搬送者が
入らなければならないとすると、余計な中断がより多く起きてしまうため。 
＜日本協会の解説＞	
　競技者が重傷を負った場合でも、必ずしも担架で搬出する必要ないとき
もある。また、上記“例外”の状況においては、多くの場合担架が不必要

順位

４

５

勝点

６

３

勝

２

１

分

０

０

負

３

４

得点

６

５

失点

１４

１８

差

－８

－１３

チーム名

ACフツーロ

ACアルマレッザ

３部リーグ・Dブロック

順位

１

２

勝点

１６

１５

勝

５

５

分

１

０

負

１

２

得点

１７

１９

失点

１０

９

差

＋７

＋１０

チーム名

大宮アルディージャジュニアユース

浦和レッズジュニアユース

１部リーグ

順位

２

３

勝点

１５

１２

勝

４

４

分

３

０

負

１

３

得点

１３

１４

失点

９

５

差

＋４

＋９

チーム名

浦和レッズジュニアユース

武蔵丘短期大学

第１９回関東高等学校女子サッカー選手権大会
６月１２日〜２０日　東京国際大学他

１回戦 松山女子 ０—８ 幕張総合
　 埼玉平成 ３—１  太田商業
 久喜 ０—０ 常磐大学
  （４PK３）

２回戦 本庄第一 ３−２ 横浜翠陵
  （延長）

 埼玉平成 ０—５ 村田女子
 久喜 ０—３ 宇都宮文星
３回戦 本庄第一 ０—７ 十文字
※ 優勝は十文字高校。

フットサル
第２６回全国選抜フットサル大会関東大会
６月５日、６日　ウイングハット春日部

●Aブロック
１回戦 埼玉県 ４—３  茨城県
代表決定戦 埼玉県 　２—１０ 東京都

３種
２０１０関東ユース（U−１５）サッカーリーグ
●６月２０日現在

女子
関東女子リーグ
●６月２１日現在

平成２２年度日本クラブユースサッカー選手権（U−１８）
●第５節終了時

【現在の文章】	
　ゴールポストとクロスバーは、木
材、金属またはその他の承認され
た材質でできていなければならな
い。その形は正方形、長方形、円形、
楕円形のいずれかで、競技者に危
険なものであってはならない。 

【新しい文章】	
　ゴールポストとクロスバーは、木
材、金属またはその他の承認され
た材質でできていなければならな
い。その形は正方形、長方形、円
形、楕円形のいずれかでなければ
ならず、競技者に危険なものであっ
てはならない。 

【現在の文章】
この規定の例外は、次の場合にの
み適用される。 
●ゴールキーパーが負傷したとき。 
●ゴールキーパーとフィールドプレ

ーヤーが衝突し、即座な対応が
必要なとき。 

●重篤な負傷が発生したとき（例え
ば、舌が気道を塞ぐ、脳や心臓の
震盪、脚の骨折）。 

【現在の文章】		
●担架搬送者は担架を持ってドク

ターが入るのと一緒にフィールド
に入り、負傷した競技者をでき
るだけ早く退出させる。 

【新しい文章】		
この規定の例外は、次の場合にの
み適用される。 
●ゴールキーパーが負傷したとき。 
●ゴールキーパーとフィールドプレ

ーヤーが衝突し、即座な対応が
必要なとき。 

●同じチームの競技者がぶつかり、
即座の対応が必要なとき。 

●重篤な負傷が発生したとき（例え
ば、舌が気道を塞ぐ、脳や心臓の
震盪、脚の骨折）。 

【新しい文章】		
●担架搬送者は、主審の合図を受

けてから、担架を持ってフィール
ドに入る。 

●Ｂグループ
１回戦 正智深谷 ４—２ 常総学院
２回戦 正智深谷 １—２ 前橋育英
※優勝は前橋育英

正智深谷 vs 常総学院

本庄第一 vs 横浜翠陵

決勝　十文字 vs 日本航空
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はその競技者がペナルティーエリアあるいはペナルティーアークで囲まれた
地域に侵入した地点で犯されたと考え、間接フリーキックはエリア等に入
ったところから行うとされていた。しかしながら、FIFAの新しい解釈はボ
ールをけったことで違反が発生したと判断することになり、ボールをけっ
た地点（違反の地点）、つまりペナルティーマークからの間接フリーキック
が守備側チームに与えられることになった。 
　また、キッカーがボールを後方にけってペナルティーキックを行うことは
反スポーツ的行為ではないが、ペナルティーキックの進め方に違反してい
るため、違反を犯した地点、つまりペナルティーマークからの間接フリー
キックが守備側チームに与えられることになる。 
２．第４の審判員 （スコットランドFA からの提案） 
第４の審判員およびリザーブ副審（７つ目の●）	

【理由】	
　第４の審判員が主審を援助するには、現在の競技規則にある限定的な
状況だけ限ることなく、サポートや助言ができるようその任務の範囲を広
げられるべきであると判断されたため。 
＜日本協会の解説＞	
　これまでの“第４の審判員”の任務は、主審の試合管理上の任務や交代
の援助の他、警告するべき競技者と異なった競技者を警告したとき、二つ
目の警告でも退場が命じられない、あるいは主審、副審の視野外の乱暴
な行為を確認したとき、主審にその事実を伝えることに限定されていた。
今回の改正により、これらの限定的な状況に限ることなく、必要であれば
主審にその事実を伝え、追加的に主審を援助できるよう、その任務の範
囲が広げられた。 
　もっとも、副審のように、主審が見えなかった不正行為や主審より副審
がよりはっきりと見える反則について逐一伝えると言うことではなく、副
審でさえ明らかに見逃し、誰にもその事実が明白である出来事についての
み主審に伝えることになる。また、主審が試合に関する最終的な判断の権
限を有することは変わらない。 
2010/2011競技規則の施行 
　国際サッカー評議会は、第１２４回年次総会及び特別会議における決定を
２０１０年６月１日から施行することとし、ついては２０１０年 FIFAワールドカ
ップにおいて適用することを満場一致で合意した。 

国際サッカー連盟 事務局長 
ジェローム・ヴァルク 

である。今後、主審が状況に応じて、担架の入場が必要かどうか判断し対
応することによって、競技者の負傷対応に要する時間を短縮し、円滑なる
試合運営することが期待される。 
その他、国際サッカー評議会の決定 
１． 第 1条 − 競技のフィールド 
競技規則の解釈と審判員のためのガイドライン	
ロゴおよびエンブレム	
　国際サッカー評議会は、有形、無形に関わらず、プレー時間中に、
FIFA、大陸連盟、加盟協会、リーグ、クラブ、その他の団体を表すロゴや
エンブレムをフィールド、ゴールネットとそれに囲まれたエリア、ゴールお
よびフラッグポストに付けることが禁止されることを、再度表明するもの
である。 
　特に、これらのロゴをコーナーフラッグにつけることができないことを
強調する。
２． ゴールライン・テクノロジー （第１２２回年次総会からの継続審議） 
　大多数の意見により、試合中におけるゴールライン・テクノロジーのみ
ならず、おしなべてあらゆる機械技術の使用は排除されることになった。 
＜日本協会の解説＞	
　サッカーは人がプレーし、人が審判するという基本的な考え方に基づき、
ゴールライン・テクノロジー研究は中止された。そして、主審、副審で確
認できないような、ボールがゴールに入ったかどうか等の判定精度向上を
求め、追加副審導入の可能性を探ることになった。 
追加副審の実験はUEFAヨーロッパ・リーグ２００９/１０シーズンの試合で行
われたが、今後、大陸連盟、メンバー協会のレベルでこの実験を行われて
いくことになっている。 
３． 競技規則における正式言語 
　競技規則の翻訳文章において疑義が生じた場合、英語の文章が正式な
ものになることを再確認した。 
４．審判員への追加指示 
　幾つかのメンバー協会、大陸が競技規則の施行に関してそれぞれの地域
のみの指示や勧告を勝手に審判員に行っているのが見受けられるが、これ
により世界中で異なった競技規則の解釈の可能性が増大することになって
いる。全世界で統一された適用ができるようにするためにも、国際サッカ
ー評議会（あるいは、FIFA が評議会になり代わって）が、競技規則に関
して唯一このような追加指示を発することのできる機関であることを改め
て表明するものである。 
　以上に加え、国際サッカー評議会の特別会議が２０１０年５月１８日にチュ
ーリッヒで開催され、更に、次の競技規則改正が承認された。 
競技規則の改正及び評議会の決定 
１．第１４条 − ペナルティーキック （FIFAからの提案） 
競技規則の解釈と審判員のためのガイドライン	
進め方	

【理由】	
　ゴールキーパーを騙してペナルティーキックを行う競技者が増える傾向
にあることを考えると、何が認められるのか、また違反があった時に主審
がどのように対応しなければならないのか明確にする必要があったため。  
＜日本協会の解説＞	
　これまでもペナルティーキック時のフェイントは、それが反スポーツ的行
為であると主審が判断した場合を除いて認められていた。また、具体例と
して、助走後ボールを跨いでゴールキーパーが動いた後にボールをけると
いうフェイントは、反スポーツ的行為であると説明されていた。 
　しかしながら、ボールを跨ぐ以外にも反スポーツ的なフェイントがあり、
これらへの対応が十分でなかったことから、助走完了後のフェイントは反
スポーツ的行為であることを明確に示すことになった。 
　キッカーが反スポーツ的なフェイントを行ってボールがゴールに入った場
合、キッカーは警告されペナルティーキックはやり直しとなる。もしゴール
に入らなかったならば、キッカーは警告され、守備側チームにペナルティ
ーマークからの間接フリーキックが与えられる。 
　なお、ペナルティーキックを行う際、特定されたキッカー以外の攻撃側
競技者がキックを行った場合、その競技者は反スポーツ的行為（相手を欺
いてペナルティーキックを行う）で警告され、守備側チームに間接フリーキ
ックが与えられる。その場合、これまでの解釈では、特定されていない攻
撃側競技者が反スポーツ的行為を行うためにエリア内に入ったので、違反

JFA４７FA 訪問会議開催
　５月１４日、埼玉スタジアム・管理会議室において、「４７FA 訪
問会議」開催が開催された。ＪＦＡからは加賀山公・事業部長、
吉田靖・技術委員会副委員長兼関東ユースダイレクター、島田
信男・技術部長、湯川和之・ＰＨＱ部長代理の４名が出席した。
　まず加賀山部長より、２０１１年度からＪＦＡ主催大会における
小学生年代の８人制の導入の決定、９月以降に公益法人法の説
明会の開催、ワールドカップ招致を２０２２年に絞り込んだという

連 絡があり、続いて島
田部長から「育成年代の
指導者〜求めるべき指
導者像〜」というプレゼ
ンテーションがあり、湯
川部長代理から「２０１１
年度以降の基本還元金
と PHQ 各種 支 援 制 度
計画について」の説明
があった。
　SFA からは、主に８
人制に対して考え方、ユ
ースダイレクターの位置

【現在の文章】	
相手競技者を混乱させるためにフ
ェイントを用いてペナルティーキッ
クを行うことはサッカーの一部で
あり、認められる。しかしながら、
フェイントが反スポーツ的行為とな
る行動であると主審が判断した場
合は、それを行った競技者は警告
されなければならない。

【現在の文章】	
●第４の審判員は、警告する競技

者の特定を間違えて別の競技者
が警告されたときや、二つ目の
警告が与えられたにもかかわら
ずその競技者が退場させられな
いとき、または主審および副審
の見えないところで乱暴な行為
が起きたとき、主審に合図しな
ければならない。しかしながら、
主審は、プレーに関するすべて
の事柄を決定する権限を持つ。 

【新しい文章】	
相手競技者を混乱させるために、
ペナルティーキックの助走中にフェ
イントすることはサッカーの一部で
あり、認められる。しかしながら、
競技者が一旦助走を完了した後に
ボールをけるフェイントについて
は、第１４条に違反するとみなされ、
それを行った競技者は反スポーツ
的行為により警告されなければな
らない。

【新しい文章】	
●第４の審判員は、競技規則に従

って、主審が試合をコントロール
するのを援助する。しかしなが
ら、主審は、プレーに関するす
べての事柄を決定する権限を持
つ。 
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づけ、トレセンなどについての質問があったが、その多くが「持
ち帰る」「検討する」という返答だった。特出すべきは、星野副
会長が「４種年代では育成が目的であるのならば、全日本少年サ
ッカー大会はなくすべきではないか？　勝つこと（全日本少年サ
ッカー大会）と育成（リーグ戦）の二つを追うのは難しいのでは？」
という質問を行ったところ、島田部長から「実際にそういった意
見はあるので、早く決めていきたい。リーグ戦に関しては価値を
見出せるチームのみでやっていけばいいと考えている。リーグ戦
は大事だと考えているので、後からでも参加できるよう環境を整
備していく」との返答があった。

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）

平成２１年度収支計算書
平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで

財団法人 埼玉県サッカー協会
（単位：円）

Ⅰ事業活動収支の部
 １. 事業活動収入
  基本財産運用収入
   基本財産利息収入
  事業収入
  　（１）参加料収入
  　（２）事業補助金収入
  　（３）運営受託金収入
  　（４）売店出店手数料収入
  　（５）リコー共益費収入
  　（６）入場料収入
  　（７）プログラム販売収入
  　（８）広告料収入
  　（９）物品販売収入
  補助金収入
  　（１）日本協会補助金収入
  　（２）県体育協会、埼玉県補助金収入
  登録料収入
  　（１）チーム選手登録料収入
  　（２）役員登録料収入
  　（３）審判員登録料収入
  寄附金収入
  　（１）協賛金収入
  雑収入
  　（１）受入利息
  　（２）雑収入
  事業活動収入計
２. 事業活動支出
  事業費
  　（１）競技会開催事業費
  　（２）選手育成登録事業費
  　（３）指導者審判員養成登録事業費

  　（４）普及調査研究事業費
  　（５）代表チーム選定派遣事業費
  　（６）地域間・国際交流事業費
  　（７）広報誌等刊行事業費
  管理費
  　（１）人件費
  　（２）福利厚生費
  　（３）会議費
  　（４）旅費交通費
  　（５）通信運搬費
  　（６）什器備品費
  　（７）消耗品費
  　（８）印刷製本費
  　（９）使用賃借料
  　（１０）租税公課費
  　（１１）諸会費
  　（１２）慶弔費
  　（１３）委託費
  　（１４）雑費
  　（１５）交際費
  特別事業積立金支出
  　特別事業積立金支出
  法人税等
  　法人税等
  事業活動支出計
  事業活動収支差額
Ⅱ予備費支出
  予備費

 当期収支差額
 前期繰越収支差額
 次期繰越収支差額

予 　 算 　 額　

５００,０００
５００,０００

１０２,８５７,０００
３７,４１５,０００
２２,５０９,０００
９,７００,０００
１,２００,０００
５,０００,０００
１０,７００,０００
８,３７３,０００
２,１６０,０００
５,８００,０００
３５,８０６,０００
２８,１０６,０００
７,７００,０００

１６８,８８３,０００
１１４,０５７,０００

３２５,０００
５４,５０１,０００
２２,０００,０００
２２,０００,０００
１５６,０００
６,０００

１５０,０００
３３０,２０２,０００

２９１,２５３,０００
７０,８９７,０００
１１０,７０６,０００
６７,４７２,０００
７００,０００

３１,６８８,０００
１,５７０,０００
３,０００,０００
５,２２０,０００
４８,３１４,０００
２６,１００,０００
３,７００,０００
１,９００,０００
１,６００,０００
１,５００,０００
１５０,０００
３００,０００
２,０００,０００
８,０００,０００
５０,０００
５０,０００
１５０,０００

１,９００,０００
６１４,０００
３００,０００
１００,０００
１００,０００
７,６４８,０００
７,６４８,０００

３４７,３１５,０００
△　１７,１１３,０００
２２,１９６,４６０
２２,８９６,４６０
△　７００,０００

△　３９,３０９,４６０
３９,３０９,４６０

０

増 　 　 　 減　

３３０,４３６
３３０,４３６
８,８４４,８４１
５,９２３,５３３
４,４１２,０３０
８９,２７５
５４９,６３６

△　８６２,０００
９,０００

△　６０８,４００
３３７,０００

△　１,００５,２３３
△　２,３２１,５２０
△　２,８５９,２２５

５３７,７０５
△　３２０,３００
△　４１１,１００
△　２５,０００
１１５,８００

△　３,３１５,１５０
△　３,３１５,１５０
△　９６５,００１
△　９４,０４２
△　８７０,９５９
２,２５３,３０６

１４,５４６,２７８
８,１７５,７５５
３,３７３,６８７
７５,４８６

１,１４２,４８９
４６５,４０８
９９９,９００
３１３,５５３
２,０１７,４６７
８１８,４９０
３３０,７０７
１１７,６３３
１１,７８３
４９,３５７
２４,０００
１３,０３０
２１,２０８
２９６,１８９
４７,０００
３９,０００
６４,９８３
５,４８５
１９,０１６
１５９,５８６
３３,５４３
３３,５４３

０
０

１６,５９７,２８８
△　１４,３４３,９８２
２２,１９６,４６０
２２,８９６,４６０
△　７００,０００

△　３６,５４０,４４２
０

△　３６,５４０,４４２

備　考決 　 算 　 額　

１６９,５６４
１６９,５６４

９４,０１２,１５９
３１,４９１,４６７
１８,０９６,９７０
９,６１０,７２５
６５０,３６４
５,８６２,０００
１０,６９１,０００
８,９８１,４００
１,８２３,０００
６,８０５,２３３
３８,１２７,５２０
３０,９６５,２２５
７,１６２,２９５

１６９,２０３,３００
１１４,４６８,１００

３５０,０００
５４,３８５,２００
２５,３１５,１５０
２５,３１５,１５０
１,１２１,００１
１００,０４２
１,０２０,９５９

３２７,９４８,６９４

２７６,７０６,７２２
６２,７２１,２４５
１０７,３３２,３１３
６８,０９６,５１４

３０,５４５,５１１
１,１０４,５９２
２,０００,１００
４,９０６,４４７
４６,２９６,５３３
２５,２８１,５１０
３,３６９,２９３
１,７８２３６７
１,５８８,２１７
１,４５０,６４３
１２６,０００
２８６,９７０
１,９７８,７９２
７,７０３,８１１

３,０００
１１,０００
８５,０１７

１,８９４,５１５
５９４,９８４
１４０,４１４
６６,４５７
６６,４５７

７,６４８,０００
７,６４８,０００

３３０,７１７,７１２
△　２,７６９,０１８

０
０
０

△　２,７６９,０１８
３９,３０９,４６０
３６,５４０,４４２

（注１）予備費△７００,０００円は、事業費のうち指導者審判員養成登録事業費に流用した。事業費のうち指導者審判員養成登録事業費の予算額
には予備費からの充当を含む。

（注１）

（注１）
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●さぁ〜世紀の祭典、Ｗ− Cup 南アフリカ
大会が始まりました。我らが「さむらいジャ
パン」は、初戦のカメルーン戦に競り勝ち、
自国以外で開催されたＷ− Cup で初勝利を
あげました。本県ゆかりの中澤・川島選手、
レッズの阿部選手の活躍で決勝トーナメント
に進出してほしい。寝不足の日々にめげずし
っかり応援しましょう。（髙橋）
● SFA NEWS が出るころは、ワールドカッ
プ南アフリカ大会も決勝トーナメントの準々
決勝あたりかと思います。優勝候補にはブラ
ジル、スペインなどが候補にあげられている
ようですが、何といっても日本代表が初戦の
カメルーン戦に勝って、その勢いで決勝トー
ナメントに進んでもらうことを祈念していま

クリでした !!（かのう）
●７月から始まる「彩の国カップ」。ここで
天皇杯出場権を手にした県代表チームは、天
皇杯１回戦を突破すると……浦和レッズとの
プロ・アマ埼玉ダービーが実現します。皆さ
ん、まずは「彩の国カップ」に足を運びまし
ょう！（小豆澤）
●夏本番！全然海に行けていないので今年こ
そは行きたいなと思っています。ただ海に行
く為には早急に腹筋を鍛えなければという問
題点が……（笑）。（佐々木）
●先日、埼玉スタジアムで全日本少年サッカー
県大会が行われました。年々選手の体が大きく
なっていくのに驚かされます。私の年代の中学
生の身長です。これからが楽しみです。（栗島）

す。大会期間中は寝不足が心配ですが、頑張
って応援します。（森山）
●ワールドカップもこれからいっそう白熱し
た試合が展開されると思います。体調管理を
シッカリして下さい。ワールドカップがライ
ブで見られるなんて、昔は……（坂庭）
●走りたい（ジョギングしたい）「気持ち」
があります。走るための「ウェア」も「時間」
もあります。唯一足りないのは……『行動力』
★（こいち）
●先日友達から「モンブラン作ったよ〜」と
メールがあったのですが、買う物と思ってい
た私は手作りにビックリ！　何と持ってきて
くれて食べてみたら、手作りとは思えない程
の出来栄えと、あまりの美味しさにまたビッ

インフォメーション
●「彩の国カップ」開幕！
　７月１８日から、天皇杯出場をかけて、「平成２２年度彩の国カップ
第１５回埼玉県サッカー選手権大会」が開催される。今年はチーム数
を増やし、１６チームで頂点を競う。尚美学園大学の３連覇なるか、
社会人チームが巻き返すのか。それとも浦和レッズユースが兄弟対
決に挑むのか。決勝は８月２９日（日）、NACK5スタジアム大宮で開
催される。ぜひともご覧ください。

やぐらはいる

●「天皇杯」は９月３日（金）から１回戦
　第９０回天皇杯全日本サッカー選手権大会が、今年も全国で開催さ
れる。１回戦は９月３日（金）からスタートし、５日（日）には２回戦
となり、Ｊクラブもここから登場する。注目は、やはりその２回戦。
埼玉県代表が１回戦と突破すると、浦和レッズと対戦することになっ
ている。埼玉県代表には、栃木県代表に勝ってもらい、駒場に来て
ほしいものだ。※ ３回戦以降は、次号で紹介
１回戦　９月３日（金）
　　　　１５時〜　香川県代表　対　高知県代表　　熊谷
　　　　１８時〜　埼玉県代表　対　栃木県代表　　 〃
２回戦　９月５日（日）１７時〜　
　　　　浦和レッズ　　対　埼玉県代表対栃木県代表の勝者　駒場
　　　　大宮アルディージャ　対　香川県代表対高知県代表の勝者　NACK5
●「埼玉国際ジュニアサッカー大会２０１０」開催
　７月２３日〜２５日まで、今年で９回目となる「埼玉国際ジュニアサッ
カー大会」が、埼玉スタジアム２○○２他の会場で開催される。
　参加チームは以下の通り。
海外チーム
中華人民共和国・山西省選抜、マレーシア選抜、タイ王国選抜、
バーレーン王国選抜、大韓民国・仁川広域市選抜、フランス共和国・
パリＳＧ
都府県選抜チーム
茨城県、栃木県、群馬県、千葉県、東京都、山梨県、愛知県、
岡山県、高知県、佐賀県、熊本県、沖縄県
埼玉県内チーム
埼玉県Ａ選抜、埼玉県Ｂ選抜、埼玉県Ｃ選抜、埼玉県Ｄ選抜、
埼玉県Ｅ選抜、川口市選抜
詳細は、以下まで。
http://www.pref.saitama.lg.jp/site/football/junior2010.html
●事務局より
・本年２２年度から４年間、関東サッカー協会の事務局を埼玉県協会

が担当することになりました。同時に、関東協会の会長、副会長、
理事長については、それぞれ埼玉県協会の役員が兼務することに
なりました。

・この関東協会担当に伴い、その業務遂行のため、事務局員の森山
武夫氏を事務局長代行としました。よろしくお願いします。

インターンシップ２期生講習会開催
　３月１７日から、平成国際大学においてＪＦＡ公認Ｃ級コーチ養成
講習会・ＳＦＡインターンシップコースが開催された。講師はインス
トラクターの西川誠太氏（平成国際大学）。春休みということもあり、
６名（平 成 国 際 大 学
２名、文教大学２名、
目白大学１名、獨協大
学１名）の受講となっ
た。１期生とともに、
早ければ７月から県
内の中学校へ派遣さ
れることになる。

ＪＦＡキッズ（Ｕ−６）サッカーフェスティバル
２０１０in 埼玉スタジアム２○○２開催
　５月９日という初夏の気持ちのいい日差しの中、子供たちが埼玉
スタジアム第２グラウンドに集まってくれました。参加してくれた
のは３２チーム、６３４
名（うち女子が３４名）
でした。
　こういう場が、県
内各地の芝のグラウ
ンドで展開できるよ
う、環境を整えてい
きたいものです。

尚美学園大学

越谷 FC

飯能セボジータス

武南クラブ

平成国際大学

坂戸シティー

ロク天海

さいたまSC

与野八王子クラブ

浦和レッズユース

東京国際大学

パイオニア川越

ルミノッソ狭山

クラブフェニックス

ACアルマレッザ

文教大学

７月２５日１２：３０～ 
リコー

７月１８日１０：００～
埼スタ第２ 

７月１８日１０：００～
平国大G 

７月２５日１０：００～
熊谷スポーツ補助

７月１８日１２：３０～
平国大G 

７月１８日１２：３０～
埼スタ第２

７月２５日１０：００～
リコー

７月２５日１２：３０～ 
熊谷スポーツ補助

８月８日１０：００～ 
熊谷スポーツ補助

８月２２日１１：００～
埼スタ第２ 

８月８日１０：００～ 
埼スタ第３

８月２９日１５：０５～
NACK5スタジアム大宮

８月８日１２：３０～ 
熊谷スポーツ補助

８月２２日１３：３０～
埼スタ第２ 

８月８日１２：３０～ 
埼スタ第３

彩の国カップ組み合わせ




